
訪問販売の解約（２０２６年６月１０日掲載）  

８日以内ならクーリング・オフ 

【質問】 

一人暮らしをしている高齢の母の家で、屋根工事の契約書を見つけました。母に確認する

と、先週、近隣の工事のあいさつに来た業者から「屋根瓦が浮いているのが見えたので無料

で点検しましょうか」と言われたそうです。点検してもらったところ「このままでは雨漏り

する。早く修理したほうがいい」と言われたため不安になって契約してしまったが、解約し

たいとのことでした。解約することは可能でしょうか。 

 

【回答】 

 今回のケースは、業者が自宅を訪問して屋根工事の契約を締結していますので「訪問販

売」（特定商取引法２条）に該当します。 

 そこで、まずは、クーリング・オフ（特定商取引法９条）をすることが考えられます。ク

ーリング・オフは、理由を問わず無条件で契約を解除し、工事代金を支払っている場合は全

額の返金を求めることができる制度であり、法律で定められた書面を受け取った日を含めて

８日以内に行うことができます。 

 クーリング・オフは、口頭でも認められる場合がありますが、証拠を残しておくために、

書面（郵送の場合は内容証明や簡易書留、特定記録）又は電磁的記録（電子メールなど）に

より行い、控えを保管しておくようにしてください。 

 なお、業者から書面を受け取った日から８日が過ぎていたとしても、受け取った書面に法

律で定められた事項が記載されていない場合は、クーリング・オフ期間が進行せず、クーリ

ング・オフを行うことができる可能性があります。 

 また、クーリング・オフを行うことができない場合でも、業者が事実と異なることを告げ

ていた場合や判断力の低下している高齢者の不安をあおって困惑させた場合は、契約を取り

消すことができる可能性があります。 

 書面を受け取った日から８日が過ぎている場合に、クーリング・オフや取り消しが認めら

れるかどうかは、個別具体的な事情によりますので、詳しくは弁護士にご相談ください。 

（弁護士 尾﨑恒平） 


